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私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています
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（2）わかとりクラブ鳥取

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

岩
美
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
中
澤
　
博
之

今
後
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

岩美町

米
子
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

�

女
性
部
長
　
亀
山
　
孝
子

女
性
部
の
活
動
に
つ
い
て

女
性
部
の
活
動
に
つ
い
て

米子市

岩
美
町
老
ク
連

は
16
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
で
活
動
し
て

お
り
、
今
後
の
取
り

組
み
と
し
て
「
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
」

の
一
助
と
な
る
よ
う
、

孫
世
代
と
の
交
流
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
内
3
つ
の
小
学
校
の

空
き
教
室
を
利
用
し
、
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
の

役
員
会
を
開
催
、

そ
の
後
、
授
業

参
観
や
給
食
会

食
会
等
を
一
緒

に
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ

の
ひ
と
と
き
が
、

会
員
の
フ
レ
イ

ル
予
防
、
ひ
い

て
は
こ
の
交
流

が
児
童
生
徒
の

「
豊
か
な
心
」
を

育
む
機
会
と
な

私
た
ち
女
性
部
は
、
年
間

行
事
と
し
て
次
の
活
動
に
重

点
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
一

日
研
修
会
・
手
芸
教
室
・
健

康
講
座
で
す
。
昨
年
は
永
井

隆
記
念
館
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。
近
年
、
地
球
温
暖
化

で
自
然
災
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
今
年
度
は

る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

鳥
取
大
学
砂
丘
乾
燥
研
究
セ

ン
タ
ー
を
見
学
し
、
女
性
目

線
で
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
が
な
い
か
学
習
し
ま
し
た
。

活 動 報 告市町村老連



（3） わかとりクラブ鳥取

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

個
人
的
に
は
講
演
会
な

ど
人
の
話
を
聞
く
の
が
好
き

な
の
で
す
。
そ
の
延
長
で
我

が
ク
ラ
ブ
で
は
、
と
っ
と
り

方
式
認
知
症
予
防
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
1
回
1
時
間

程
度
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
に

は
大
好
評
で
し
た
。

県
老
連
主
催
の
講
演
会
な

ど
に
は
欠
か
さ
ず
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
に
な
る
と
一

年
一
年
が
と
て
も
大
事
な
も

の
に
感
じ
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
健
康
で
元
気
に
い
る
た
め

に
講
演
会
に
は
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
ま
す
。

智
頭
町
那
岐
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
福
寿
会
で
、
20
年
以

上
前
か
ら
続
い
て
い
る
活

動
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

地
区
内
の
神
社
、
お
寺
の

周
辺
の
除
草
、
掃
除
等
の
奉

仕
活
動
。
今
年
は
7
月
5

日
に
実
施
し
、
そ
の
後
、
お

宮
の
境
内
で
智
頭
警
察
署

員
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
近
年
は

併
せ
て
、
特
殊
詐
欺
予
防
に

つ
い
て
も
受
講
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
活
動
と
し
て

「
な
ぎ
福
寿
会
だ
よ
り
」
を

毎
年
発
行
し
、
今
年
で
47
号

と
な
り
、
会
員
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
ま
す
。

那
岐
福
寿
会
は
、
地
域
と

の
連
携
を
図
り
、
誰
も
が
参

加
し
や
す
い
「
参
加
し
て
良

か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

�

（
会
員
数
：
85
名
）

三
朝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

�
中
央
老
人
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
山
田
　
道
治

講
演
会
に
は
積
極
的
参
加

講
演
会
に
は
積
極
的
参
加

三朝町

智
頭
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

�

那
岐
福
寿
会
　
会
長
　
古
谷
　
哲
雄

継
続
は
力
、繋
が
る
地
域
の
輪
・
和

継
続
は
力
、繋
が
る
地
域
の
輪
・
和

智頭町

那岐神社清掃作業那岐神社清掃作業 極楽寺清掃作業極楽寺清掃作業



（4）わかとりクラブ鳥取

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

江
府
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
加
持
谷
　
典
範

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
学
び
の
場

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
学
び
の
場

結
成
か
ら
10
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
そ

の
間
、主
に
会
員
の

加
入
促
進
、老
人
ク

ラ
ブ
の
組
織
強
化
の

た
め
の
会
則
の
再
検

討
、年
度
末
に
全
世

帯
に
配
布
す
る
会
報
『
老
ク

連
だ
よ
り
』
も
発
行
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
主
管
し
、コ
ー
ス
の

選
定
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
作
成
を
通
し
て
、集
落
ご

と
の
地
理
、歴
史
、民
俗
を
知

る
こ
と
も
重
視
し
て
い
て
、

参
加
者
は
も
と
よ
り
、委
員

に
も
と
て
も
よ
い
学
習
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
企
画
運

営
が
委
員
会
の
活
力
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

活 動 報 告市町村老連

江府町

令和５年度健康ウォーキング令和５年度健康ウォーキング

令和４年度健康ウォーキング令和４年度健康ウォーキング 令和３年度健康ウォーキング令和３年度健康ウォーキング

伯
耆
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
米
田
　
述
史

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
青
春
時
代
へ

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
青
春
時
代
へ

伯耆町伯
耆
町
で
は
令
和
4
年

度
か
ら
e
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
み
、
今
年
は
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
伯
耆

町
か
ら
4
チ
ー
ム
12
名
が
予

選
会
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
本
大
会
は
逃

し
ま
し
た
が
、
選
手
は
「
年

を
重
ね
て
こ
ん
な
に
熱
中
す

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
！
」

「
仲
間
と
目
標
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
っ
た
日
々
は
青
春
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

気
持
ち
で
す
！
」
と
最
高
の

笑
顔
が
み
ら
れ
ま
し
た
！
こ

の
貴
重
な
経
験
を
必
ず
次
に

繋
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。



（5） わかとりクラブ鳥取

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

9
月
12
日
、
県
老
連
創
立

60
周
年
記
念
大
会
（
県
民
総

合
福
祉
大
会
）
を
米
子
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、伯
耆
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
倉
吉
市
の

小
鴨
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
協
議
会

60
年
の
節
目
を
盛
大
に
祝
う

が
、そ
れ
ぞ
れ
団
体
の
活
動

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
発

表
で
は
、高
齢
者
支
援
の
取

り
組
み
や
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
成
果
が
共
有
さ
れ
、参

加
者
た
ち
は
そ
の
具
体
的
な

事
例
や
意
義
に
共
感
し
、熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
年
に
開
催
さ
れ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
っ
と
り

大
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
「
地
域
文

化
伝
承
館
」（
県
老
連
主
管
）

に
出
演
す
る
米
子
が
い
な
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、

参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
大
会



（6）わかとりクラブ鳥取

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

県老連会長表彰
令和６年度

全老連会長表彰
令和６年度

【個人表彰の部】15 名（敬称略）

能見　恵子 （ 鳥 取 市 ） 西村　昭二 （ 八 頭 町 ）
古澤　康利 （ 倉 吉 市 ） 小嶋　利男 （ 八 頭 町 ）
安田　秀昭 （ 倉 吉 市 ） 丸山　長智 （ 八 頭 町 ）
恩田　憲明 （ 倉 吉 市 ） 中川はるこ（湯梨浜町）
阿部　好道 （ 境 港 市 ） 前田　茂樹（ 北 栄 町 ）
渡邉真紀夫 （ 境 港 市 ） 桑本　賢治（ 琴 浦 町 ）
向家　　仁 （ 岩 美 町 ） 加持谷典範 （ 江 府 町 ）
清水　節子 （ 八 頭 町 ）

【団体表彰の部】３団体
三 軒 屋 あ じ さ い ク ラ ブ 境 港 市
伯 友 会 伯 耆 町
幸 友 会 伯 耆 町

【活動賞】２団体
境港市ことぶきクラブ連合会女性委員会 境 港 市

吉 定 老 人 ク ラ ブ 伯 耆 町

【優良老人クラブ表彰】１団体
荘 あ す な ろ 会 伯 耆 町

【育成功労表彰】２名（敬称略）

川口　昭一 鳥取県老人クラブ連合会　理事
田中　陽子 北栄町老人クラブ連合会　副会長

【女性リーダー老人クラブ育成功労表彰】１名（敬称略）

佐竹ふみ代 鳥取県老人クラブ連合会女性委員長

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
報
告

課
題
と
向
き
合
い
意
見
交
換

7
月
11
日
か
ら
12
日
の
2

日
間
、徳
島
県
三
次
市
の
池
田

総
合
体
育
館
で「
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
鳥
取
県
か
ら
は
15
名
の

参
加
者
が
貸
し
切
り
バ
ス
で

三
次
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、次
の
3
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、9
名
の
発

表
者
が
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
健
康
長
寿
を
目
指
す
健
康

づ
く
り
、介
護
予
防
・
フ
レ
イ

ル
予
防
活
動
」、「
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
支
え
合
い
、

友
愛
活
動
を
基
盤
と
す
る
幅

広
い
生
活
支
援
活
動
」、そ
し

て「
地
域
で
の
孤
立
を
防
ぐ
会

員
増
強
の
取
り
組
み
と
後
継

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」で
す
。

ま
た
、池
田
高
校
野
球
部
Ｏ

Ｂ
会
の
会
長
、森
本
秀
明
氏

に
よ
る「
さ
わ
や
か
イ
レ
ブ
ン

～
蔦
監
督
と
の
思
い
出
～
」と

題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
流
会
で
は
、三
次
市
の

阿
波
踊
り
を
参
加
者
全
員
で

踊
り
、会
場
が
一
体
と
な
る
楽

し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、研
修
会
を
通

じ
て
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

【若手リーダー老人クラブ育成功労表彰】】１名（敬称略）

平尾　昭一 前鳥取県老人クラブ連合会若手委員長



（7） わかとりクラブ鳥取

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

近
年
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
る
中
、
高
齢
者
の
防
災

意
識
を
高
め
る
た
め
、
講
師

に
く
ら
し
の
学
び
サ
ポ
ー
ト

オ
フ
ィ
スH

u
m

a
n

B
e

in
g

代
表
の
菅
原
清
香
氏
を
お
迎

え
し
、
新
日
本
海
新
聞
社
中

部
本
社
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
１
０
０
名

程
が
6
名
１
組
の
チ
ー
ム
に

令
和
６
年
度
地
域
支
え
合
い
研
修
会

防
災
す
ご
ろ
く
で
意
識
向
上

�

広
報
委
員
　
吉
田
　
康
博

分
か
れ
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
初

め
て
防
災
す
ご
ろ
く
体
験
を

し
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が

ら
防
災
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。
防
災
に
対
す
る
意
識

が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
日
頃

か
ら
防
災
に
対
す
る
備
え
、

災
害
時
に
は
自
助
、
特
に
高

齢
者
に
と
っ
て
は
互
助
の
精

神
が
い
か
に
大
切
か
を
学

ん
だ
、
大
変
よ
い
研
修
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
各
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
防
災

す
ご
ろ
く
を
借
り
て
体
験
を

し
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を

ま
す
ま
す
高
め
て
い
く
と
良

い
と
思
い
ま
す
。

令和6年1月に発生した能登半島地震への救援拠金の協力をお願いしましたところ、

各市町村老連から　660,464円のご協力をいただきました。この拠金は被災地域の

復旧・復興や災害支援事業に役立てられます。

皆様のご協力、温かいお気持ちに心から感謝申し上げます。

能登半島地震救援拠金へのご協力ありがとうございました



（8）わかとりクラブ鳥取

私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

認
知
機
能
を
楽
し
く
刺
激

「
と
っ
と
り
方
式
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

「
と
っ
と
り
方
式
認
知
症
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
を
7
月
に
東
部
、

中
部
、西
部
の
３
地
区
で
開

催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、作
業
療
法

士
か
ら
「
と
っ
と
り
方
式
認

知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

令
和
４
年
度
研
修
会
後
ま
と

め
た
「
ア
イ
デ
ア
集
」
を
活
用

し
、
４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
知
的
活
動
を
体

験
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

紙
と
ペ
ン
な
ど
身
近
な
材
料

を
使
っ
て
簡
単
に
行
え
、様
々

な
認
知
機
能
を
刺
激
す
る
こ

と
が
で
き
る
知
的
活
動
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
研

修
会
後
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て

所
属
の
サ
ロ
ン
や
ク
ラ
ブ
で

「
体
験
会
」
を
開
催
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

認
知
症
予
防
や
フ
レ
イ
ル

予
防
の
た
め
に
「
と
っ
と
り
方

式
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
県
内
へ
広
く
普
及
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

9
月
に
新
日
本
海
新
聞

社
中
部
本
社
ホ
ー
ル
で
健

康
づ
く
り
介
護
予
防
活
動

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
の
山
陰
労
災
病
院

院
長
で
あ
る
萩
野
浩
様
か
ら

「
フ
レ
イ
ル
・
ロ
コ
モ
・
認

健
康
づ
く
り
介
護
予
防
活
動
研
修
会

今
か
ら
予
防
し
元
気
に
過
ご
そ
う

知
症
予
防
講
座
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、「
フ
レ
イ
ル
」「
ロ

コ
モ
」「
骨
卒
中
」「
認
知
症

予
防
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
あ
わ

せ
て
筋
力
運
動
（
ス
ク
ワ
ッ

ト
）
を
行
っ
た

り
、
３
度
の
食

事
を
大
切
に
す

る
な
ど
、
日
々

の
生
活
の
中
で

健
康
で
、
い
き

い
き
と
し
た
生

活
を
送
る
た
め

の
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
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令
和
６
年
10
月
に
鳥
取

県
で
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
と
っ
と
り
大
会
」

の
正
式
種
目
と
な
っ
た
「
バ

ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
」
は
鳥
取
県

発
祥
で
年
齢
問
わ
ず
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

３
人
１
組
を
基
本
と
し
て
軽

く
柔
ら
か
い
専
用
の
ボ
ー

ル
を
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
な
が

ら
手
の
ひ
ら
で
打
ち
合
う

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

県
老
連
で
は
健
康
づ
く

り
と
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
東
・
中
・

西
部
地
区
で
体
験
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
鳥
取
県
バ
ウ
ン

ス
ボ
ー
ル
協
会
の
方
に
ル
ー

ル
や
ボ
ー
ル
の
打
ち
方
な

ど
を
教
わ
り
、
後
半
は
、
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
ミ
ニ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て

の
方
も
す
ぐ
に
プ
レ
ー
に
慣

れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
体
験

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
高
齢
者
の

体
力
作
り
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
で
交
流

興味のある方は、お気軽にお問い合わせください。
【問い合わせ先】 公益社団法人鳥取県老人クラブ連合会
TEL：0857-59-6351　FAX：0857-59-6340
mail： fuumon@tottori-wel.or.jp

県老連では、みなさんの健康長寿を応援するために、「とっとり方
式認知症予防プログラム」の普及啓発に取り組んでいます。
「とっとり方式認知症予防プログラム」とは、鳥取県が日本財団と

共同で開発した鳥取県独自のプログラムです。 「運動」「座学」「知的
活動」を組み合わせた一連のサイクルを継続して行うことで、「認知
機能」の改善や「身体機能」の向上の効果がみられます。

「とっとり方式認知症予防プログラム」をもっと身近に感じ、取り
組みやすくするため、通常120分のプログラムを60分に短縮した「体
験版」を作業療法士さんと一緒に月１回、４か月間行う「モデル地区」
を設置し、現在までに県内8ヵ所のサロンやクラブで行いました。また、
興味や関心のあるサロンやクラブからの依頼で「体験会」を行ってい
ます。

運　動

（50分）

座　学

または休憩

知的活動

（50分）

【運動】【運動】

【座学】【座学】

【知的活動】【知的活動】

「とっとり方式認知症予防プログラム」普及啓発事業
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老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2024年7月15日～9月15日まで
2025年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2024年2月作成　23TC-008004

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2024年
2025年

2024年
2025年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
大
会（
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
大
会
）

１
２
６
名
が
熱
戦
展
開

8
月
に
倉
吉
体
育
文
化
会

館
で
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流

大
会（
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
大

会
）を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
予
選
で
は
、
参

加
者
１
２
６
名
が
32
チ
ー
ム

に
分
か
れ
7
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に

対
戦
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
は

チ
ー
ム
4
人
の
合
計
得
点
で

競
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
上

位
2
チ
ー
ム
と
敗
者
復
活
の

2
チ
ー
ム
の
計
16
チ
ー
ム
が

決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

午
後
の
決
勝
戦
で
は
、1

点
差
で
の
敗
退
や
大
差
を
つ

け
て
の
圧
勝
な
ど
、
白
熱
し

た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
大
会
の
最
後
に
は

パ
ン
釣
り
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
、
な

か
な
か
引
っ
か
か

ら
な
い
針
に
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
好

み
の
パ
ン
を
釣
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
表
彰

が
行
わ
れ
、
上
位

3
位
の
チ
ー
ム
と

特
別
賞
5
チ
ー
ム

に
賞
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

楽
し
か
っ
た
、
久

し
ぶ
り
に
知
人
に

会
え
た
、
い
ろ
い

ろ
な
方
と
話
す
こ

と
が
で
き
た
、
気
分
転
換
に

な
っ
た
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

体
育
館
の
冷
房
を
入
れ
、
こ

ま
め
な
水
分
補
給
を
促
す
な

ど
熱
中
症
対
策
を
行
い
、
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は

新
規
会
員
の
獲
得
と
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
が
重
要
な
課
題

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
今
回
の
研
修
会
で

は
、
全
国
大
会
の
報
告
に
加

え
、
各
地
区
で
の
具
体
的
な

事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
知
っ
て
も
ら
い
、「
楽
し

い
場
所
」「
仲
間
が
い
る
場

所
」と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。

ま
た
講
義
で
は
、
講
師
の

田
川
雅
規
氏
の
お
話
が
印

象
的
で
し
た
。
次
の
次
の
世

代
、
つ
ま
り
子
ど
も
た
ち
が

「
ぼ
く（
わ
た
し
）も
早
く
老

人
ク
ラ
ブ
に
入
り
た
い
な
ぁ
」

と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
姿
を
私
た
ち
が
見
せ

て
い
こ
う
！
と
い
う
新
鮮
な

視
点
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
、
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら

れ
る
の
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
入
り
口
を
ど
う
デ
ザ
イ

ン
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
が
ク
ラ
ブ
に
入
っ

た
き
っ
か
け
を
思
い
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
と
て
も
素
晴

ら
し
い
研
修
会
で
し
た
。

�

広
報
委
員
　
伊
藤
　
睦
子

入
会
し
た
く
な
る

�

老
人
ク
ラ
ブ
へ

【１日目】
第１部　伝達研修
中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会の報告
　県老連　若手委員長　水野　彰
全国老人クラブ大会の報告
　県老連　女性委員長　佐竹　ふみ代　　　　　　　　　
　　　　
活動事例発表：
◎�「健康マージャン」で生きがいと、身近な仲間とのふれあい
で会員拡大を！　倉吉市老連　中林　正樹　氏

◎粘り強い声掛け　幸栄会　亀山　孝子　氏

◎老人会会員を増やすには
　津ノ井地区老人クラブ連合会　平尾　昭一　氏

第２部　講義・グループワーク
講師：あそびの工房もくもく屋　事務局長　田川　雅規　氏
内容：�会員加入促進やリーダー育成に役立つグループワーク
　　「地域に持ち帰って実践できるレクリエーション」

第３部　情報交換
グループワークの内容の振り返り
会員加入促進やリーダー育成について

第４部　交流会　

【２日目】
第５部　男女共同参画研修会
eスポーツによるボーリング大会

研
修
2
日
目
、
1
日
目
の

座
学
を
終
え
、
朝
を
迎
え
ま

し
た
が
、
予
想
通
り
の
雨
で

し
た
。
期
待
し
て
い
た
燕
趙

園
前
広
場
で
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
や
む
な
く

e
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る「
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
秋
、
県
内
で
開
催
さ

れ
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で

e
ス
ポ
ー
ツ
が
競
技
種
目
に

な
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
年
代
に

と
っ
て
は
未
知
の
世
界
で
し

た
。
そ
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
生

活
の
私
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
体
験
で
し
た
。

参
加
者
は
、
約
6
名
ず
つ

4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

画
面
を
見
な
が
ら
レ
ー
ン
の

上
に
球
を
運
び
、
10
本
の
ピ

ン
を
倒
し
て
い
き
ま
す
。
ス

ト
ラ
イ
ク
が
出
る
と
大
歓
声

が
上
が
り
、
ス
ペ
ア
に
な
る

と
相
手
の
健
闘
を
称
え
て

大
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
分
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
互
い
に
声
援
を
送
り

合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
進
行
し
ま
し

た
。
地
域
の
枠
を
超
え
て
一

同
に
会
し
た
仲
間
た
ち
は
、

時
間
の
流
れ
の
中
で
、
同
志

と
し
て
の
決
意
を
新
た
に

し
た
学
び
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

�広報委員　前田　八洲子

ｅスポーツで白熱
ボウリング大会

鳥取県老人クラブリーダー育成研修会 11月26日（火）10：30〜／11月27日（水）12：00
国民宿舎水明荘（東伯郡湯梨浜町）



老
人
ク
ラ
ブ
が
主
管
す
る
地
域

文
化
伝
承
館
は
、
県
内
全
市
町
村

の
老
人
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
出
展
、

出
演
す
る
と
共
に
、
運
営
に
当

た
っ
て
も
会
員
自
ら
実
施
し
ま
し

た
。そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
展

示
、
体
験
・
実
演
ブ
ー
ス
は
、
予

想
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
ま

た
、
出
演
団
体
は
、
地
域
伝
統
芸

能
を
は
じ
め
、
日
頃
取
り
組
ん
で

い
る
ダ
ン
ス
、
踊
り
、
劇
、
コ
ー
ラ

ス
、
演
奏
な
ど
多
彩
な
演
目
で
、

高
齢
者
の
意
気
込
み
と
情
熱
で
会

場
を
魅
了
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
し
、
記
念
品
の
コ
ー
ス

タ
ー
に
添
え
た
一
言
も
来
場
者
の

心
を
和
ま
せ
ま
し
た
。
み
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
感
動
と
思
い
出
を
残

し
、
大
盛
会
に
終
わ
っ
た
地
域
文

化
伝
承
館
は
、
私
達
み
ん
な
の
結

集
の
成
果
で
す
。
地
域
文
化
伝
承

館
に
係
わ
っ
て
頂
い
た
全
て
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

実
行
委
員
長
　
　
岡
森
　
　
裕

全老連と県老連が主管する「地域文化伝承館」を、米子コンベンションセンター（多目的ホール）に
おいて19日（土）～21日（月）の3日間開催しました。県内外から多数の来場者でにぎわい、県内の老
人クラブによる展示、実演、体験交流やステージ発表を楽しみました。

来場者からは「地域の伝統芸能を一度に見ることができ、非常に感動しました」「各団体や出演者
の努力と情熱が伝わり、地域の文化を次世代に伝えていこうという強い意志が感じられました」「伝
承館を通じて地域の絆や共感が深まっているのを感じました」「体験コーナーがたくさんあり、親子
で楽しく過ごせました」などのコメントを多くいただきました。

令和6年10月19日（土）～22日（火）
の４日間、「第36回全国健康福祉祭
とっとり大会」（咲かせよう 砂丘に
長寿と笑みの花）が開催されました。

老人クラブが大活躍！

地
域
文
化
伝
承
館　

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

20242024
ねんりんピックねんりんピック

はばたけ鳥取はばたけ鳥取

記念品記念品
杉のコースター杉のコースター

開館式開館式

（12）

展示 実演 発表
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会
場
を
彩
る

�
力
作
の
数
々

�

広
報
委
員
　
池
澤
　
数
昭

第
33
回
地
域
文
化
伝
承
館

は
、「
見
て
・
感
じ
て
・
体

験
で
き
る
」
誰
で
も
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
館
式
で
は
、
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
村
木
会
長

の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

岡
森
会
長
の
優
し
く
も
力
強

い
「
開
館
宣
言
」
で
始
ま
り

ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
俺
（
お
ら
）
が

自
慢
の
郷
土
芸
能
の
発
表
が

あ
り
、
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、

各
市
町
村
老
連
が
特
色
あ
る

作
品
展
示
で
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
老
連
の
村
木
会

長
が
全
ブ
ー
ス
を
回
ら
れ
、

ブ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ
も
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

伝
承
館
2
日
目
は
、
雨
も
止
み
、

日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

開
場
と
同
時
に
多
く
の
人
々
が

入
場
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
観

客
席
は
満
席
状
態
と
な
り
、
上
演

が
始
ま
る
と
観
客
と
ス
テ
ー
ジ
が

一
体
と
な
り
、一
日
中
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
特
に
人
形
浄

瑠
璃
の
上
演
で
は
、
観
客
全
員
が

見
入
っ
て
い
た
様
子
が
印
象
的
で

し
た
。

ま
た
、
展
示
ブ
ー
ス
も
大
盛
況

で
、
会
場
は
多
く
の
人
々
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
体
験
コ
ー

ナ
ー
は
大
人
気
で
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
熱
中
し
て
お
り
、
材
料

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
取
り
に
戻

ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
布
の
絵
本
の

展
示
は
珍
し
く
、
多
く
の
人
々
が

興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

民
話
の
読
み
聞
か
せ
が
始
ま
る

と
、
す
ぐ
に
人
だ
か
り
が
で
き
、

盛
況
な
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。上

演
も
展
示
も
素
晴
ら
し
く
、

観
客
の
満
足
そ
う
な
顔
が
印
象

的
で
し
た
。

み
ん
な
が
熱
中
、体
験
コ
ー
ナ
ー

�

広
報
委
員
　
田
栗
　
幸
人布の絵本ちくちくチョッキン布の絵本ちくちくチョッキン

鳥取県の魅力を再発見！
�広報委員　吉田　博康

私
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

携
わ
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
伝
統
芸

能
を
披
露
し
、
展
示
ブ
ー
ス
で
は

日
頃
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
紹

介
し
た
り
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
た
り
と
、一
つ
の
会
場
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、

参
加
者
同
士
の
一
体
感
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
見
事
な
設

営
と
運
営
が
実
現
し
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

3
日
間
を
通
し
て
、
改
め
て
鳥

取
県
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内

全
て
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
参
加
し

た
意
義
と
そ
の
団
結
力
に
は
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
後

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
明
る

い
希
望
を
抱
き
、
引
き
続
き
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

岡森会長開館宣言岡森会長開館宣言
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「
地
域
文
化
伝
承
館
」
で

は
、
県
内
17
市
町
村
か
ら
各

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
ス

テ
ー
ジ
を
拝
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

21
日
の
最
終
日
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
境
港
市
の
「
フ

ラ
・
ハ
ラ
ウ
・
ピ
カ
ケ
・
テ

ル
ヌ
マ
」
に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア

ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
賑
や
か
に

始
ま
り
ま
し
た
。
60
名
が

舞
台
と
客
席
を
使
っ
て
、
華

や
か
な
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
続
い
て
、「
北
条
砂

丘
水
く
み
唄
保
存
会
」
に
よ

る
懐
か
し
い
踊
り
、「
南
部

町
老
ク
連
女
子
踊
り
の
会
」

の
優
雅
な
ま
い
ち
ょ
こ
音
頭
、

「
鳥
取
市
老
連
女
性
委
員
会
」

の
力
強
い
傘
踊
り
が
次
々
と

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
八
頭
町

の
「
船
岡
野
郎
頭
」
が
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
の
演
奏
と
歌
で
、

変
わ
ら
ぬ
若
々
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、ま
ず

「
と
っ
と
り
方
式
認
知
症
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、そ
の
後
は

「
中
山
い
さ
い
踊
り
保
存
会
」

の
20
名
に
よ
る
伝
統
的
な
踊

り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
会
見
小
松
谷
盆
踊
り

保
存
会
」
の
盆
踊
り
で
は
、

今
は
無
い
町
の
名
前
が
つ
け

ら
れ
た
懐
か
し
い
踊
り
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
倉
吉
市
コ
ー
ラ

ス
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
演
奏
で
、

来
館
者
に
大
好
評
、児
童
も
喜
ぶ

広
報
委
員
長
　
川
口
　
昭
一

フラ・ハラウ・ピカケ・テルヌマフラ・ハラウ・ピカケ・テルヌマ 船岡野郎頭船岡野郎頭

ゆるだんすスクールゆるだんすスクール 関金田植唄おどり伝承保存会関金田植唄おどり伝承保存会

鳥取に今も伝わる
伝承文化

広報委員長　川口　昭一

県
内
19
市
町
村
か
ら
、各

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
て
出

展
さ
れ
た
ブ
ー
ス
は
、展
示

が
22
ブ
ー
ス
、体
験
が
11
ブ
ー

ス
と「
見
て
、触
っ
て
、作
っ
て
」

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

19
日
の
開
館
式
後
、全
老

連
の
村
木
会
長
は
、各
ブ
ー

ス
を
丁
寧
に
見
て
回
り
、説

明
を
聞
き
な
が
ら
質
問
も
さ

れ
て
い
ま
し
た
。鳥
取
県
の

伝
統
文
化
を
十
分
に
堪
能
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。ま
た
、21
日
に
は
、鳥

取
県
の
平
井
知
事
が
熱
心
に

ブ
ー
ス
を
見
て
回
ら
れ
、鳥

取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

団
結
と
熱
意
を
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
山
奥
の
滝
や

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、バ
ー
ド
カ
ー

ビ
ン
グ
、手
織
工
房
、陶
芸
、一

式
飾
り
、工
作
機
関
車
、そ
し

て
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ブ
の
歴

史
な
ど
を
写
真
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、ミ
ニ
傘
作
り
、竹

細
工
、ス
ケ
ッ
チ
、折
り
紙
、糸

紬
な
ど
が
あ
り
、親
子
連
れ
の

方
々
が
学
び
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。こ
れ
こ
そ
が
、伝
統
文

化
の
伝
承
に
つ
な
が
る
も
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、鳥

取
大
学
医
学
部
の
浦
上
先
生

が
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
来

場
者
に
熱
心
に
お
話
し
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

3
日
間
の
開
催
期
間
中
、

開
館
時
間
前
か
ら
並
ば
れ
て

い
る
方
々
も
多
数
見
受
け
ら

れ
、来
館
者
は
途
切
れ
る
こ

と
な
く
大
盛
況
で
終
了
し
ま

し
た
。出
展
者
や
出
演
者
の

準
備
や
裏
方
と
し
て
支
え
た

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
尽
力
が
成

功
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
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笑顔と会話の花が咲く
広報委員　前田　八洲子

感
動
与
え
る「
お
も
て
な
し
」を

�

広
報
副
委
員
長
　
庄
倉
　
三
保
子

こ
ん
に
ち
は
！
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
！
笑
顔
と
会
話

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
！

地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

愛
媛
、
岐
阜
、
岡
山
、
そ
し

て
遠
く
北
海
道
か
ら
も
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
盛
況
で
す
ね
」「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
準
備
し
て
い

た
50
脚
の
椅
子
で
は
足
り
ず
、

急
遽
追
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
鑑
賞
後
、
来
場

者
か
ら
「
鳥
取
に
こ
ん
な
に

多
く
の
郷
土
芸
能
が
あ
る

こ
と
に
び
っ
く
り
し
、
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
車
椅
子
の
方
や
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
椅
子
を
引
い
て

場
所
を
空
け
、
ス
ム
ー
ズ
に

ご
案
内
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
た
。
家
族
連
れ
の
方
々

も
多
く
、
来
場
者
の
波
は
途

切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て

い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
12
人
と
共
に
、

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
お
も
て
な
し

の
気
持
ち
が
来
場
者
の
皆
様
に
し
っ
か

り
と
伝
わ
っ
た
よ
う
で
、
た
く
さ
ん
の
賞

賛
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
島

か
ら
の
選
手
団
の
方
々
は「
お
も
て
な
し

に
感
激
し
、
に
ぎ
わ
い
も
あ
り
非
常
に
良

か
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

米
子
市
か
ら
の
来
場
者
は
、「
さ
ま
ざ

ま
な
伝
統
芸
能
や
展
示
の
多
さ
に
驚
い

た
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
男
の
子
か
ら
は「
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

竹
ト
ン
ボ
を
作
っ
た
！！
」と
い
う
嬉
し
い

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
仲
良
し

の
ご
夫
婦
か
ら
は「
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー

で
い
た
だ
い
た
ハ
ブ
茶
と
お
菓
子
に
癒

や
さ
れ
た
」と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

おもてなしおもてなし
コーナーコーナー

ハ
ブ
茶
を
入
れ
る
人
、
銘
菓

を
テ
ー
ブ
ル
に
運
ぶ
人
な
ど
、

役
割
分
担
を
し
な
が
ら
お

も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。
互

い
の
健
康
を
感
じ
な
が
ら
、

楽
し
く
活
動
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
、
改
め
て
「
お
か

げ
さ
ま
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

子
供
の
頃
に
歌
っ
た
唄
を
聴

き
、心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で

し
た
。
さ
ら
に
、湯
梨
浜
町
の

「
ロ
ー
カ
ヒ
・
カ
・
マ
カ
ナ
」

に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ

ン
ス
で
、幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
最
後
は
「
北

条
砂
丘
太
鼓 

北
条
デ
ュ
ー

ン
」
の
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏

で
、3
日
間
の
ス
テ
ー
ジ
が

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

閉
館
式
で
は
、
県
老
連
の

岡
森
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

次
期
開
催
県
で
あ
る
岐
阜
県

老
連
の
西
田
会
長
に
伝
承
館

の
旗
が
引
き
継
が
れ
、「
地

域
文
化
伝
承
館
」
は
成
功
裏

に
閉
館
を
迎
え
ま
し
た
。
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私たちは鳥取県老人クラブ連合会の活動を応援しています

わかとりクラブ鳥取 （16）

■「わかとりクラブ鳥取」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

スポンサーへのお礼
　この会報、「わかとりクラブ
鳥取」は、スポンサーのご協
力により発行されています。
　高齢者の活動に温かいご
支援をいただき、深く感謝し
ています。どうか今後ともよ
ろしくお願い申し上げます。
鳥取県老人クラブ連合会

編
集
後
記

編
集
後
記

昨
年
、北
栄
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
る

と
同
時
に
県
老
連
の
広
報
委
員

に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
は

戸
惑
い
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い
令
和
６
年
度
は
地
域
文
化

伝
承
館
の
開
館
が
あ
り
微
力
で

す
が
そ
の
運
営
に
携
わ
っ
て
き

た
関
係
で
、県
老
連
の
役
割
そ
し

て
各
市
町
村
老
連
の
活
動
状
況

が
あ
る
程
度
理
解
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
活
動
状
況
を
「
わ

か
と
り
ク
ラ
ブ
鳥
取
」
の
よ
う

な
広
報
誌
で
県
内
の
会
員
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
、各
単
位
ク
ラ

ブ
の
活
動
の
充
実
に
役
立
ち
、会

員
の
増
強
に
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
10
年

小
史
の
発
行
も
あ
り
、各
市
町
村

老
連
の
歴
史
や
活
動
状
況
を
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、本
当
に

幸
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、先
輩
の
委
員
の

皆
様
に
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
広
報
委
員
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
広
報
委
員　

吉
田　

康
博
）

10
月
19
日
に
開
館
し
た

地
域
文
化
伝
承
館
は
、21
日

ま
で
の
3
日
間
、
県
内
各
地

の「
伝
統
的
産
物
の
展
示
紹

介
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
」を
行

い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

地
域
に
引
き
継
が
れ
て
き
た

「
芸
術
文
化
」や「
健
康
づ
く

り
」を
目
的
と
し
た「
フ
ラ
ダ

ン
ス
」や「
雨
乞
い
傘
踊
り
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の

入
館
者
に
ご
好
評
を
い
た
だ

き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
で
も
、
閉
館
式
で
は
、

次
年
度
の
開
催
県
で
あ
る

岐
阜
県
へ
の
引
き
継
ぎ
が
ス

テ
ー
ジ
上
で
行
わ
れ
、
感
動

的
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
地
域

文
化
伝
承
館
は
、
万
雷
の
拍

手
と
と
も
に
盛
大
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

�

広
報
委
員
　
山
本
　
章

万
雷
の
拍
手
の
中
で
閉
館
式
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